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１.背景
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水道有収率の把握が困難であった

【背景】
・市全体の水道給水量と有収水量は把握しているが、地
域別などの粒度の細かい有収率は把握しておらず対策がで
きていない
・水道管の老朽化が全地域で課題となっており、優先順
位をどうつけるかが根拠として作成できていない
・関市の水道有収率は全国に比して低い傾向にある

【目的】
・メッシュなどの細かい単位での有収率を時系列で把握
することで水道管の漏水状況を把握する
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２.使用データ及び算出方法
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使用データ及び算出方法

□水道給水量（市全体の各月給水量）
□月別の有収水量（2014年～2023年）
→各月の水道料金支払いデータから

□人口数データ（人口按分するため）
□国勢調査 5次メッシュ（250mメッシュ）

【算出方法】
１）人口と水道有収した世帯をジオコーディングでプロットする
２）人口及び有収水量にQGISで重なるメッシュのフラグ作成（この場合
KEYCODEをフラグとする）
３）当該フラグをキーとしてメッシュごとの有収水量と人口数を集計する
４）メッシュごとに水道給水量を人口按分してメッシュごとの水道給水量を
求める
５）有収水量/水道給水量（人口按分済）でメッシュごとの有収率が求まる
６）BIツールで庁内共有
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３.ジオコーディングによるプロット
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人口と水道有収した世帯をジオコーディングでプロットする
データベース作成・基礎となる市域メッシュ作成

図表等

↓水道有収量のデータベース作成（Access）

←GISソフトによる住所一致でのジオコーディン
グプロット（誤差あり）

←関市の250m単位メッシュ作成
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４.メッシュとプロットデータの属性付与、マージ
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人口及び有収水量にQGISで重なるメッシュのフラグ作成

人口分布データ メッシュデータ 有収水量データ

フラグで各データを紐づけ

KEYCODE KEYCODE
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５.有収率の可視化

6

有収率の可視化をBIツールに落とし込む

↑はメッシュごとの水量の推移、色が濃くなるほど水量が多い
「 © OpenStreetMap contributors 」

https://www.openstreetmap.org/copyright
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６. BIツールでの共有
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関市はBIツールでデータを共有する基盤があるため掲載
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７.今後の課題
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作成したうえでの課題

１）住基上はほとんど大丈夫だが、水道有収水量は事業課が手作業で入力し
た住所データのため、ジオコーディングの精度が低く、当該メッシュに正確に
収まっていない可能性がある

２）１を補正するため、人口データと重なりがある箇所以外はカットしてい
る

３）カットした部分が水量が減るので、全体から減った割合を減少係数とし
て給水量に乗じて、分母と分子の整合性を合わせている。
そのため、有収水量も傾向値でしか把握できず、率としてしか把握できない

４）BIツールで共有できるが、LGWANネットワーク上にあるため通常GIS
でできるような淡色地図を下層レイヤーに置けず分かりづらい。
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岐阜県関市
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ご所属の都市のPRページとしてお使いください。

都市の紹介


